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健 対 協

がんの予後改善に向けて解析を継続
平成25年度疾病構造の地域特性対策専門委員会

■　日　時　　平成26年１月９日（木）　午後１時30分～午後２時30分

■　場　所　　鳥取県健康会館　　鳥取市戎町

■　出席者　　10人

魚谷健対協会長、瀬川委員長、岡田・藤井・細川各委員

県健康政策課がん・生活習慣病対策室：下田課長補佐、山根係長

健対協事務局：谷口事務局長、岩垣係長、田中主任

１．平成24年度事業報告について

　平成24年度の ｢疾病構造の地域特性に関する調

査研究｣ と「母子保健対策調査研究」を纏め、第

27集を作成し、関係先に配布した。

２．平成25年度事業中間報告について

（１）鳥取県における腎不全医療の実態調査と腎

移植の推進に関する研究（平成13年度より開

始）

　鳥取県では末期腎不全による透析患者が平成25

年９月１日現在、1,491人となり、高齢化と長期

生存により患者の管理が困難になっている。腎不

全患者の治療として腎移植の推進が期待されてい

るが、鳥取県では腎移植症例が少ない。（公財）

鳥取県臓器・アイバンク、県内外の研究者の協力

を得て、腎不全医療に関する諸問題を把握し、そ

の解決方法を探る。

　中四国における腎移植数を比較したところ、一

番多い愛媛県120件で、鳥取県は６件であった。

また、鳥取県における透析療法の現状についてア

ンケート調査を行ったところ、腹膜透析患者数は

減少傾向で、また依然として腎移植の説明は不充

分と考えられる。

　この他、県外透析施設（広島市）の視察を行っ

た他、県内脳死下臓器提供病院の２病院で院内移

植コーディネーター会議を開催し、その際にアン

ケート調査を実施する予定である。

　また、移植医療に関する講義を受けた学生への

アンケート調査も行った。

（２）高齢者胃癌に対する腹腔鏡下胃切除の有用

性と術後補助化学療法の安全性に関する研究

（平成25年度より開始）

　高齢患者に対して腹腔鏡手術が有効であるか否

かについて、術後の合併症、在院日数などの臨床

病理学的事項を75歳以上の高齢者で、腹腔鏡手術

群と開腹手術群で比較した結果、高齢者の胃癌に

対して腹腔鏡手術は安全に施行でき、かつ、出血

量も少ないことから患者の心肺に対する負担が少

ないと考えられる。術後の創感染、イレウスと言

った合併症の発生が少なく、高齢者にとっては有

望な治療手段である。

　高齢者胃癌に対するTS-1の術後補助化学療法

の完遂性を検証する第II相試験は現在登録進行中

であり、現在まで12例の集積を得ている。

　また、今後、消化器内科と協力し、胃癌患者に

おけるヘリコバクター・ピロリ感染の実態を把握

する。特に年齢との関係に注目したい。

議　事
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（３）鳥取県における肝がんサーベイランスの実

態調査（平成25年度より開始）

　適切なサーベイランスによって早期発見が行わ

れているかを調査するため、拠点病院を中心に、

初発肝細胞癌で入院した患者の実態調査を行い、

現在のサーベイランスが早期診断に役立っている

かを中心に検討する。鳥取県内の拠点８病院の代

表医師に参集して頂き、第１回の説明会を開催

し、調査の目的、今後の予定について説明を行っ

た。なお、調査にあたっては各施設の倫理審査委

員会に承認をとって頂くことをお願いした。

（４）鳥取県における部位別にみたがんの疫学的

特性に関する研究（平成21年度より開始）

　鳥取県のがん罹患、がん死亡の特徴を明らかに

するために、人口動態統計死亡票における死亡情

報および鳥取県地域がん登録事業で得られた罹患

情報をもとに年次別解析を行った。

　1989年から2008年（罹患は2007年まで）の年齢

調整罹患率および年齢調整死亡率を全国と鳥取県

分を算出し、全国を分母とした比を計算した。

　男性は、平滑化したことにより、全部位の罹患

率比が近年増加傾向にあることが明らかになっ

た。胃と肝臓の罹患率比は一貫して高く、胃は近

年比が増加傾向にあった。前半は高くはなかった

肺がんの罹患率比が近年増加傾向にあることが明

らかになった。

　女性は、全部位の罹患率比が近年急増してい

る。胃がんの罹患率比は一貫してかなり高い。肝

臓、肺、結腸の罹患率比がこの数年で急増傾向に

ある。乳房は罹患率比がかなり低かったが、近年

増加し、全国並みになった。

　男性の死亡率比は、全部位でゆるやかに一貫し

た増加傾向にある。近年は特に肝臓がんの死亡率

比の増加が著しい。胃がんの死亡率比は、少し高

い傾向が続いている。死亡率比と罹患率比の大き

さをみると、罹患率比の方が大きく、鳥取県の男

性では、罹患率を下げる取り組み（一次予防）が

より重要であると言える。

　女性の死亡率比は、全部位では、ほぼ全国並み

であるが、部位別にみると、ここ数年直腸と胃の

死亡率比が高くなっている。今後の動向を注目し

て観察する必要がある。肝臓も近年は高い傾向に

ある。乳がんの死亡率比は一貫して低い傾向にあ

る。

（５）時代とともに変化する肺癌に対する

retrospective解析～鳥取県の傾向と今後の対応

策を考える～（平成25年度より開始）

　鳥取県検診発見肺癌症例、鳥取大学病院肺癌手

術症例、鳥取大学癌登録肺癌症例、以上３つのデ

ータベースを用いて、肺癌の臨床病理学的特徴の

1987年～2000年、2001年～2005年、2005年～2011

年の３期に分けて経年的変化をレトロスペックテ

ィブに解析した。

　近年、女性肺癌、腺癌が増加傾向にある。しか

し、検診発見例より自覚症状や他疾患通院中で発

見される症例が依然として多い。その結果進行肺

癌の割合が高く、抗癌剤が治療の中心となってい

る。

（６）母子保健調査研究

　タンデムマス法による新生児マス・スクリーニ

ング法によって見出される新しい代謝異常症の発

生頻度・異常遺伝子の解析を行う。改訂した乳幼

児健康診査マニュアルの暫定案に解説を加えて、

鳥取県の乳幼児健康診査マニュアルを完成させ

る。

　低出生体重児、特にSGA児、身長予後とそれ

に関係する因子の検討。

　また、鳥取県における在宅出生児の頻度と予後

に関する検討。

３．平成26年度事業計画（案）について

　平成26年度事業計画案が以下のとおり提出があ

った。
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（１）鳥取県における腎不全医療の現状調査と腎

移植の推進に関する研究

　昨年度に引き続き、鳥取県臓器バンク、中国腎

不全研究会や中国四国臨床臓器移植研究会さらに

県内外研究者の協力を得て、鳥取県における腎不

全医療の諸問題を把握し、その解決方法を探る。

（２）進行・再発大腸癌患者における抗EGFR抗

体投与時の皮膚障害予防としての温清飲の効果

研究（新規）

　進行大腸癌では高率に再発が起こるが、分子標

的治療薬を含めた抗癌剤の開発はめざましく、例

え再発しても、患者の予後は２年を優に超える

が、抗EGFR抗体であるセツキシマブやパニツム

マブの副作用の一つである皮膚障害でグレード３

以上の事象は30％に発現するとされる。EGFR抗

体投与時の皮膚障害発生軽減に温清飲が有効であ

るか否かを検討することで、温清飲が採用されて

いる施設での多施設共同研究も考慮している。

（３）鳥取県における肝がんサーベイランスの実

態

　鳥取県内の拠点８病院を対象として、初発

HCC診断の実態調査を平成25年度より開始した。

平成26年度も同事業を継続することにより、鳥取

県における肝臓がん診断の実態を明らかとし、鳥

取県の肝臓がん患者の予後改善につなげていきた

い。

（４）鳥取県における鳥取県におけるがん罹患、

がん死亡および有病期間に関連する要因につい

ての疫学研究

　基本健康診査の健診項目とがん罹患、がん死亡

に関する後ろ向きコホート研究を実施し、鳥取県

におけるがん罹患、がん死亡の関連要因を明らか

にする。さらに、75歳未満のがん罹患とがん死亡

に関連する要因に注目して解析し、全年齢のがん

罹患、がん死亡に関連する要因と比較することに

より、早すぎるがん罹患やがん死亡を防止するた

めの要因を明らかにする。これらの解析から、鳥

取県のがんの対策をターゲットごとに焦点化する

ことができる。

（５）局所進行非小細胞肺癌に対する個別化集学

的治療（新規）

　鳥取県では予てから肺癌死亡率が高く、特に平

成22年は全国ワースト２位であった。これには

様々な原因が考えられるが、局所進行肺癌の治療

戦略における対応の遅れが一つの原因であること

は否定できない。今回、鳥取大学医学部附属病院

のデータベースから、過去から現在までに集学的

治療を行った局所進行肺癌症例を振り返り、その

治療方法の変化を調査する。また鳥取県における

局所進行肺癌の特性を把握した上で、現在計画さ

れている局所進行肺癌に対する個別化集学的治療

の臨床試験へ積極的に参加して、治療成績の向上

を目指していく。

　調査研究内容について、以下の意見があった。

　提出された26年度事業計画案は実施して頂くこ

とは承認されたが、「進行・再発大腸癌患者にお

ける抗EGFR抗体投与時の皮膚障害予防としての

温清飲の効果研究」については、特定薬剤効果検

討となっているが、鳥取県の地域特性に留意した

内容として頂くようお願いすることとなった。


